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1 . はじめに

本稿は、四日市港管理組合と三重大学都市計

画研究室との共同研究である「市民に親しまれ

る四日市港づくりのための市民ワークショッ

プ」の内容を取りまとめたものである。

四日市港管理組合から本ワークショップのお

話を伺った時には、正直な所、難しい課題だと

感じた。四日市港を市民が親しまれる港にして

いきたいという話だったと記憶しているが、現

在、稼働中の工業港に市民が足を運ぶ必然性を

感じられなかったためである。霞ヶ浦地区には、

霞ヶ浦緑地や四日市ドームなどがあり、市民が

集える空間整備がされているが、いわゆる旧港

と呼ばれている地区には、潮吹き防波堤や末広

橋梁などの近代化遺産はあるものの、資源が点

在しており、平日には貨物用トラックなどが行

き交うことから、四日市市民にはなじみの薄い

地区である。四日市市民にとって、旧港は遠い

存在であり、週末に遊びに行く対象として考え

にくい場所と言える。

このようなネガティブなイメージを抱きなが

ら、市民ワークショップを企画したわけだが、

参加者からの積極的な意見や提案に耳を傾けて

いく内に、旧港をなんとか市民に親しまれる港

にしていく方策を検討していきたいと考えるよ

うになった。

2回に分けて行ったまち歩きを踏まえて行っ

た2回のアイデア検討の結果を基にして、最終

的に 100のアイデアをカード形式として取り

まとめることが出来た。問題点を改善するアイ

デアや空間資源を活かすアイデアまで多様なア

イデアが参加者から出された。これらのアイデ

アの中には実現不可能に思われるものや、すぐ

に実現が可能なものまで様々である。

来年度以降、すぐにできそうで、かつ効果的

だと思われるアイデアの実現化に向けた取り組

みを官民協働で実施していくことが重要であ

る。また、 100のアイデアを市民に発表する

機会を積極的に設けて、今年度の取り組みの輪

を広げていくことが大切である。仮説的に提示

したシナリオや実施主体については、さらなる

検討が必要と思われる。

なお、本稿では紙面の都合上、報告書！）の

一部を抜粋して紹介する。

2. 活動経過の概要

第 1~2 回ワークショップでは、四日市港北

東方面・四日市港南方面のまち歩きにより、地

域資源を発見した。第3回ワークショップでは、

まち歩きの結果を踏まえて「市民に親しまれる

四日市港づくりのためのアイデアカード」の検

討を行った。第4回ワークショップでは、これ
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までの検討結果を踏まえて「市民に親しまれる

四日市港づくりのためのアイデアカード（案）」

を発表し、修正意見を検討した。

(1)第1回市民ワークショップ

3つのグループに分かれて四日市港北東方面

のまち歩きを実施した。まず、各グループに分

かれて、まち歩きのルートを決定し、発表係・

カメラ係等の役割分担を決めた。グループ会議

の後、 1時間半ほどかけてまちを歩いた。10

分休憩の後、見てきたもののまとめを行った。

具体的には、資源だと感じたもの、問題だと感

じたものを模造紙に書き込んでいった。最後に

グループ毎の全体発表が行われた。

(2)第2回市民ワークショップ

3つのグループに分かれて、四日市港南方面

のまち歩きを実施した。まず、各グループに分

かれて、まち歩きのルートを決定し、発表係・

カメラ係等の役割分担を決めた。グループ会議

の後、 1時間半ほどかけてまちを歩いた。 10

実施日

分休憩の後、見てきたもののまとめを行った。

具体的には、資源だと感じたもの、問題だと感

じたものを模造紙に書き込んでいった。最後に

グループ毎の全体発表が行われた。

(3)第3回市民ワークショップ

2回のまち歩き結果の発表を行った後に、 3

つのテーマ（広報・アクセス、イベント、スポッ

ト整備）に分かれて、これまでの結果を元にま

ちづくりのアイデアカードの検討を行った。具

体的には、各テーマ毎にまち歩きで出た意見を

基にしたアイデアカードを元に、加筆修正意見

を検討した上で、アイデアカードについて効果

的だと思われるカードを一人 10個程度選んで

シールを貼ることによって、重要なアイデア

カードの抽出を行った。次に多く貼られたカー

ドについて、 1) 段階（短期 (1~3 年）・中

期 (3~1 0 年）• 長期 (10~30 年））、 2)

役割（誰がやるか）、 3)実現化するための課題、

を検討した。最後にグループ毎の全体発表が行

検討内容

第 1回
まち歩きによる資源・問題点の発見卜

2009年

ワークショップ 11月21日

一
まち歩き（四日市港北東方面方面）

第2回 2009年
まち歩き（四日市港南方面）

ワークショップ 12月13日

1市民が四日市港を訪れるためのアイデアの検討 卜
第3回 2010年 ． デアカードの加筆修正意見の検討
ワークショップ 1月21日 馳 '~ ・重要なアイデアカードの抽出

•重要なアイデアカードの実現シナリオの検討
稔

第4回 2010年
・アイデアカードの最終案の発表

•最終案に対する修正意見の検討｀
ワークショップ 3月4日

•重要なアイデアカードの実現シナリオの検討

図1: ワークショップの流れ
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われた。

(4)第4回市民ワークショップ

前回のワークショップの結果発表を行った後

に、アイデアカードの最終案の発表があった。

後半は、 3つのテーマ（広報・アクセス、イベ

ント、スポット整備）に分かれて、アイデア

カードの最終案に対する修正意見の検討が行わ

れた。
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Aコース

~ ぅ左：波止改築記念碑
右：稲葉三右衛門君彰功碑

約3.0km一0 lOOm 200m 

Aチームまち歩きのまとめ2/2

図2:第1回ワークショップまち歩きのまとめ (Aチーム）
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アイデアカードの全体像

四日市旧港を
知ってもらう

発行：四日市港管理組合（振興課）

〒510-0011ふ三重県四日市市霞二丁目 1-1

名059・3紐 7022

図3:市民に親しまれる四日市港づくりのための 100のアイデア集の一部その1
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図4:市民に親しまれる四日市港づくりのための 100のアイデア集の一部その2
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